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検討 1として，広島大学病院消化器・代謝内科で 2004年 4月から 2014年 3月までに，OGIB精査
目的にてカプセル内視鏡 (CE)とダブルバルーン内視鏡（DBE）の両検査を施行した全小腸観察可能
であった 161例を対象として，これらを angioectasia群（AE群）64例（男性 39例），小腸
angioectasiaを認めなかった non-angioectasia群 (NAE群)97例（男性 57例）別に患者背景，基
礎疾患について比較検討した。さらに AE群は矢野・山本分類に従い Type 1a群 35例と Type 1b群
29例に細分類し，各 Type別に患者背景，基礎疾患，治療法，予後について比較検討した。 
平均年齢は AE群（71歳）が NAE群（63歳）に比べて有意に高かった。基礎疾患は，心疾患，高
血圧，肝硬変の割合が AE群で NAE群に比べて有意に高かった。多変量解析では，心疾患（オッズ比 
2.86）と肝硬変（オッズ比 4.81）が独立した危険因子であった。Type別の検討では，患者背景，基
礎疾患の割合は両群間で差を認めなかった。治療法では，Type 1a（35例）は経過観察 11例（全て
oozingなし），PDI施行群 24例（全て oozingあり）は初回観察部位とは別病変からの再出血を 2
例（6%）に認めた。Type 1b（29例）では PDI 17例，PDI+ アルゴンプラズマ凝固法 (APC)あるい

















療後 3〜6ヶ月後に DBEまたは CEを施行し，１年以上の経過観察を行った。 
性別は男性 6例で平均年齢 62歳であった。単発 7例，多発 5例，輸血歴は 6例（50%），抗血栓












らかにし，また，PDIは oozingを伴う Type 1aの小腸 angioectasiaや小腸血管腫に対する安全か
つ有効な治療法であることを明らかにした点で高く評価される。よって審査委員会委員全員は，本
論文が著者に博士（医学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
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判 定 合 格 
 
 上記 3名の審査委員会委員全員が出席のうえ，平成 29年 5月 8日の第 69回広島大学研究
科発表会（医学）及び平成 29年 4月 27日本委員会において最終試験を行い，主として次の
試問を行った。 
 
 1 肝硬変の程度と angioectasiaの病型 
 2 PDIの注入量に対する指標と合併症 
 3 肝硬変や循環器疾患で angioectasiaの頻度が高い理由 
 4 ポリドカノールの作用機序 
 5 PDIによる治療の限界と課題 
 
 これらに対して極めて適切な解答をなし，本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関係
事項に関する本人の学識について試験した結果，全員一致していずれも学位を授与するに必
要な学識を有するものと認めた。 
 
